
４ 現に有する資格等


の欄は、工事担任者、電気通信主任技術者資格者証の交付を受けてい
る者、

無線従事者若しくは建設業法第27条第１項の規定による技術検定のうち検定種目を

電気通信工事施工管理とするものに合格した者（ただし、二級の第一次検定に必要な試験
にのみ合格した者を除く。）が工事担任者規則第９条


の規定により試験科目の免除を受けよ
うとする場合又は工事担任者若しくは電気通信主任技術者資格者証の交付を受けている者
が同規則第10条


の規定により試験科目の免除を受けようとする場合に限り、当該資格等


に
ついて記入すること。

４ 現に有する資格


の欄は、工事担任者、電気通信主任技術者資格者証の交付を受けている
者若しくは


無線従事者が第９条


の規定により試験科目の免除を受けようとする場合又は工
事担任者若しくは電気通信主任技術者資格者証の交付を受けている者が第１０条


の規定に

より試験科目の免除を受けようとする場合に限り、当該資格


について記入すること。

５

建設業法第27条第１項の規定による技術検定のうち検定種目を電気通信工事施工管理と
するものに合格した者（ただし、二級の第一次検定に必要な試験にのみ合格した者を除く。）
が工事担任者規則第９条の規定により試験科目の免除を受けようとする場合は、当該検定
種目について、同法第27条第５項の規定により交付された合格証明書の写しを添付するこ
と。


［新設］

６

学歴の欄は、認定学校等における認定に係る教育課程修了者が工事担任者規則第11条


の

規定により試験科目の免除を受けようとする場合に限り、当該学校等について記入するこ
と。

５

学歴の欄は、認定学校等における認定に係る教育課程修了者が第１１条


の規定により試

験科目の免除を受けようとする場合に限り、当該学校等について記入すること。

７

受験整理票に貼る


写真は、申請前６月


以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の

縦30

ミリメートル、横24


ミリメートルのものであること。

６

受験整理票にはる


写真は、申請前６月間


以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景

の縦３０

ミリメートル、横２４


ミリメートルのものであること。

別表第六号 経歴証明書の様式（第14条関係）

経 歴

上記のとおり相違ありません。 上記のとおり相違ありません。
年 月 日 平成 年 月 日

年 月 日 平成 年 月 日

氏名（自筆で記入したときは、押印を省略できる。）

上記のとおり相違ないことを証明します。

会 社 名 会 社 名

代表者氏名（代表者が氏名を自筆で記入したときは、押印を省略できる。） 代表者氏名（代表者が氏名を自筆で記入したときは、押印を省略できる。）㊞ ㊞

短 辺 （日本産業規格Ａ列４番）
［注１～４ 略］ ［注１～４ 同左］

経 歴

㊞ ㊞

上記のとおり相違ないことを証明します。

短 辺 （日本産業規格Ａ列４番）

従 事 期 間 従 事 期 間
年 月 日から
年 月 日まで 年 月 日間 年 月 日から

年 月 日まで 年 月 日間

合 計 合 計

別表第六号 経歴証明書の様式（第14条関係）
経 歴 証 明 書

従事した接続の工事の内容

所 在 地
代表者役職名

所 在 地
代表者役職名

経 歴 証 明 書

従事した接続の工事の内容

氏名（自筆で記入したときは、押印を省略できる。）
長

辺

長

辺

令
和

年

月

日
月
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報



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